
クラスター発生事例を踏まえた
感染予防、感染制御について

一般社団法人 安佐医師会
安佐医師会病院開設準備室

大野 公一



広島県感染症医療支援チーム
活動実績（2022/1-3）

• 4病院、7施設

「ショートステイ 特別養護老人ホーム

サービス付高齢者住宅 介護老人保健施設 等」

•各地域担当の保健師に同行し、クラスター施設を
訪問

•発生状況の報告と現場を視察して、課題があれば
具体的な実践方法の説明・アドバイスを行っている

•以後は状況に応じてTEL相談、あるいは再度訪問
して実践の中での確認・修正を行っている



高齢者施設における対応方法として
-新型コロナウイルス感染症発生前-

1. 標準予防策遵守のための研修
※講師に専門知識を有する医療従事者でクラスター対応実践者推奨

• 速乾性手指消毒薬の携帯・使用（使用量のチェックも良い）

• 個人防護用具の準備、使用方法

• 環境整備（適切な消毒薬、濃度、交換）

2. 講師による一方的な講義形式だけで終わらず、

個人防護用具の着脱演習も取り入れると良い

3. 新型コロナウイルス感染症発生時の模擬訓練

実施→職種問わず「ONE TEAM」が大切



•速乾性手指消毒薬、個人防護用具の準備は必要
不可欠

•個人防護用具の着脱手順のポスター貼付

スタッフが安心して業務が遂行できるように

襟、背中、手首など露出は最低限か？

感染症発生時の模擬訓練



• ゾーニング作成の実施、ゾーニングでの動き方

●レッドゾーン；感染者支援エリア

原則、濃厚接触者とは分けること

●イエローゾーン；防護具を脱衣するエリア

●グリーンゾーン；通常業務を実施するエリア

感染症発生時の模擬訓練
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•環境整備

消毒、リネン（寝具・衣類）、ごみ（感染性廃棄物）

の取り扱い

消毒薬の選択、濃度の確認

シーツ、枕カバー、カーテン交換など業者への確認

陽性者の衣類の洗濯方法

感染性廃棄物の取り扱い方

感染性廃棄BOX、代用品

感染症発生時の模擬訓練



注意すべきポイントとして

• マスクを外す、防護具を脱ぐ場面
休憩室（食事、間食）、職員トイレ、仮眠室
※施設によって、

SS内に休憩室・更衣室がある
また、フロア内に職員トイレ・仮眠室あり

※喫煙所に複数人いる

• スタッフの負担を軽減（レッドゾーンで使用するものは、
出来るだけ出し入れしない）
※食器のディスポ、ペットボトル、陰部洗浄、口腔ケア、
排泄など

• 抗原・PCR検査の実施
個人防護用具交換の不徹底

休憩室
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新型コロナウイルス感染症だけでなく、どんな
感染症、どんな施設においても標準予防策を
日頃から身に付けることは大切です！

適切な手洗いのタイミング、適切なマスクの付
け方をもう一度見直してみましょう！

そして、手洗いが不十分な方、鼻を出したマス
クを着けている方などに、アドバイスできる環境
が出来たら良いですね！


